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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３次元医療用画像における空間的関係を伝達するための方法であって、
　患者の少なくとも一部分の第１の診断用視野の第１の３次元描写を表示し（２４）、前
記第１の３次元描写は第１の視角におけるものであり、
　前記一部分の第２の診断用視野の指示を受信し（２６）、
　前記第１の診断用視野から前記第２の診断用視野への移動を動画化し（２８）、前記移
動は前記一部分の複数の中間の３次元描写を含み、前記一部分の前記中間の３次元描写の
各々は、異なる中間の視角に対応し、
　前記移動後の前記一部分の前記第２の診断用視野の第２の３次元描写を表示し（３０）
、前記第２の３次元描写は、前記第１の視角とは異なる第２の視角におけるものであり、
前記異なる中間の視角は、前記第１の視角及び前記第２の視角とは異なるものである、
　方法において、
　前記第１の診断用視野の第１の３次元描写を表示する（２４）ことが、第１の標準２次
元視野のために第１の切り取り平面を用いて表示することを含み、
　前記第２の診断用視野の第２の３次元描写を表示する（３０）ことが、第２の標準２次
元視野のために第２の切り取り平面を用いて表示することを含み、
　前記動画化する（２８）ことが、前記第１および第２の３次元描写をレンダリングする
ために使用されるボリュームに対し、前記第１の切り取り平面の一部を除去し、前記第２
の切り取り平面の一部を付加することを含む、
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ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記指示の受信（２６）は、前記第２の診断用視野を選択するユーザ入力を受信するこ
と（２６）を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の診断用視野の前記第１の３次元描写及び前記第２の診断用視野の前記第２の
３次元描写の表示（２４、３０）は、標準診断用視野を表示することを含むことを特徴と
する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記動画化（２８）は、前記複数の中間の３次元描写を連続配列として生成することを
含み、前記連続配列は、前記第１の視角から前記第２の視角へ漸進的に変化する前記異な
る中間の視角における段階進行を描写し、前記中間の３次元描写の各々は、前記一部分が
前記第１の３次元描写から前記第２の３次元描写へ回転して見えるように、短時間だけ表
示されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記動画化（２８）は、前記第１の診断用視野と前記第２の診断用視野との間を回転す
る前記一部分を表示することを含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記一部分は心臓を含み、前記移動は、第１の多平面再構成視野から第２の多平面再構
成視野へのものであることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の多平面再構成視野及び前記第２の多平面再構成視野を含む少なくとも三つの
多平面再構成視野を同時に表示し、前記第１の３次元描写、前記第２の３次元描写及び前
記中間の３次元描写を前記少なくとも三つの多平面再構成視野と共に表示することをさら
に含むことを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　３次元医療用画像における空間的関係を伝達するためのシステムであって、
　患者のボリュームを描写するデータを蓄積するために動作可能なメモリ（１４）と、
　前記データから前記ボリュームの複数の３次元描写を生成するために動作可能なプロセ
ッサであって、前記３次元描写の各々は、前記ボリュームに関して異なる視角を有してい
る、プロセッサ（１２）と、
　前記複数の３次元描写のうちの初期の３次元描写を第１の期間に亘って静止表示させ、
前記複数の３次元描写のうちの最終の３次元描写を第２の期間に亘って静止表示させるた
めに動作可能、且つ、前記複数の３次元描写のうちの前記初期の３次元描写と前記最終の
３次元描写との間の一連の３次元描写を表示させるために動作可能なタイマであって、前
記一連の３次元描写の各々は、前記第１の期間及び前記第２の期間より短い時間に亘って
表示される、タイマ（２０）と、
　前記初期の３次元描写、前記一連の３次元描写及び前記最終の３次元描写を表示するた
めに動作可能なディスプレイ（１６）と、
を備えている、システムにおいて、
　前記プロセッサは、第１の標準２次元視野のために第１の切り取り平面を用いて前記初
期の３次元描写を表示し、第２の標準２次元視野のために第２の切り取り平面を用いて前
記最終の３次元描写を表示し、かつ、前記初期および最終の３次元描写をレンダリングす
るために使用されるボリュームに対し、前記第１の切り取り平面の一部を除去し、前記第
２の切り取り平面の一部を付加して前記一連の３次元描写を表示する、ように構成されて
いる、
ことを特徴とするシステム。
【請求項９】
　ユーザ入力（２２）をさらに備え、前記プロセッサ（１２）は、前記ユーザ入力のユー
ザ起動に応じて、前記初期の３次元描写から前記一連の３次元描写を経て前記最終の３次
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元描写まで、動画における移動をさせるために動作可能であることを特徴とする請求項８
に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記プロセッサ（１２）は、前記ボリュームの多平面再構成を生成するために動作可能
であり、前記初期の３次元描写及び前記最終の３次元描写は、前記多平面再構成の第１の
平面及び第２の平面に関連する各視角からの３次元レンダリングを含み、前記一連の３次
元描写は、当該各視角の間の回転を含むことを特徴とする請求項８に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願
　本件特許出願は、２００８年６月６日に出願され、参照することによりここに組み込ま
れる仮米国特許出願第６１／０５９，６４８号の合衆国法典第３５巻第１１９条（ｅ）の
下での出願日の利益を主張する。
【０００２】
　本実施の形態は、医療診断用画像、特に、異なる３次元視野（３次元対象の異なる視野
の２次元画像が示される）に関する。
【背景技術】
【０００３】
　超音波又は他の医療用画像様式は、患者を走査するために使用され得る。例えば、超音
波心臓検査法（心臓エコー検査法）は、多平面再構成（ＭＰＲ：multi-planar reconstru
ction）を用いて心臓の構造を視覚化するために通例使用される画像様式である。エコー
（反響）は、しばしば、３次元人間心臓の２次元投影であるので、標準視野は、心臓の構
造をより良好に視覚化するために捕捉される。例えば、心尖部四腔像（apical four-cham
ber (Ａ４Ｃ) view）においては、全四つの空洞、即ち、左心室及び右心室並びに左心房
及び右心房、が存在している。心尖部二腔像（apical two-chamber (Ａ２Ｃ) view）にお
いては、左心室及び左心房のみが存在している。他の例は、胎児の頭蓋内構造の画像化で
ある。小脳、大槽及び側脳室の視覚化のために、三つの標準平面が、異なる方向で捕捉さ
れる。
【０００４】
　超音波データは、３次元超音波画像化をリアルタイムで可能にするために、十分な速度
（rate）で取得され得る。例えば、３次元ボリューム（３次元体積）と、ユーザ選択可能
視野方向からのデータの視野の３次元描写を示すボリュームレンダリング（ＶＲ：volume
 rendering）とを通じた特定平面の画像を示す一つ又はそれ以上のＭＰＲの組合せが提供
される。非リアルタイム３次元超音波画像化も提供され得る。他の例においては、ＶＲは
、ＭＰＲなしで提供される。
【０００５】
　異なる視野化選択肢が、ＶＲについて利用可能である。例えば、切り取り平面（clip p
lane）の前のデータをボリュームレンダリングから除去するためにＭＰＲスライスの位置
に配置された切り取り平面を伴う任意のＭＰＲスライスに対して直交する視野方向におい
て、ＶＲは、レンダリングされ得る。ユーザは、ＶＲを調査する。ユーザは、診断を可能
とする異なる視野を創作するために、視野方向及び切り取り平面位置を変えることができ
る。異なる視野間での移動のために、ＶＲは、新たなユーザ選択に従って、新たな視野方
向及び切り取り平面位置へジャンプする。このジャンプは、ユーザを混乱させ又は方向を
見失わせることになり得る。代替的に、ユーザは、切り取り平面位置又は視野方向を変更
するために漸増的に適用される回転を制御するトラックボール又は他のユーザインタフェ
ースを使用し得る。切り取り平面又は視野方向を漸増的に変更するユーザ変更は再現性に
欠けることがあり、それは、所望の視野をユーザが一貫して達成することを妨げる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　開示のために後述される好適な実施の形態は、３次元医療用画像における空間的関係を
伝達するための方法、コンピュータ読出可能な記録媒体及びシステムを含む。ＶＲを一つ
の視野から他の視野へ移動させるために、ＶＲは、動画化されて、新たな視野方向へ滑ら
かに回転する。例えば、ユーザは、一つの診断用視野を検査するが、他の診断用視野を検
査することを決定する。他の診断用視野の選択の際に、ＶＲ画像は、回転して見える。一
つの視野から他の視野への漸進的な回転は、各視野の間の空間的関係を明らかにする。そ
こで、ユーザは、先行して検査した静止視野との関係の認識を持って、所望の視野におけ
る静止ＶＲを検査し得る。
【０００７】
　第１の観点においては、方法が、３次元医療用画像における空間的関係を伝達するため
に提供される。取得されたデータセットの少なくとも一部分の第１の診断用視野の第１の
３次元描写が表示される。第１の３次元描写は、第１の視角におけるものである。当該部
分の第２の診断用視野の表示が受信される。第１の診断用視野から第２の診断用視野への
移動は、動画化される。当該移動は、上記取得されたデータセットの当該部分の複数の中
間３次元描写を含む。当該部分の各中間３次元描写は、それぞれ異なる中間の視角に対応
している。上記取得されたデータセットの当該部分の第２の診断用視野の第２の３次元描
写は、移動後に表示される。第２の３次元描写は、第１の視角とは異なる第２の視角にお
けるものであり、異なる中間の視角は、それぞれ第１及び第２の視角とは異なる。
【０００８】
　第２の観点においては、システムが、３次元医療用画像における空間的関係を伝達する
ために提供される。メモリは、患者のボリューム（体積）を描写するデータを蓄積するた
めに動作可能である。プロセッサは、当該データからボリュームの複数の３次元描写を生
成するために動作可能である。３次元描写の各々は、ボリュームに関して異なる視角を有
している。タイマは、上記複数の３次元描写のうちの初期の３次元描写を第１の期間に亘
って静止表示させ、上記複数の３次元描写のうちの最終の３次元描写を第２の期間に亘っ
て静止表示させるために動作可能である。タイマは、上記複数の３次元描写のうちの初期
の３次元描写と最終の３次元描写との間の一連の３次元描写を表示させるために動作可能
である。一連の３次元描写の各々は、上記第１及び第２の期間より短い時間に亘って表示
される。ディスプレイは、初期の３次元描写、一連の３次元描写及び最終の３次元描写を
表示するために動作可能である。
【０００９】
　第３の観点においては、コンピュータ読出可能な記録媒体が、３次元医療用画像におけ
る空間的関係を伝達するための命令であって、プログラム制御されるプロセッサにより実
行可能な命令を表すデータを格納している。上記記録媒体は、３次元レンダリング画像の
第１の視野から第２の視野への変化を指示するユーザ入力を受信するための命令と、３次
元レンダリング画像が第１の視野から第２の視野へ直接にジャンプするのではなく漸進的
に移動して見えるように、３次元レンダリング画像の第１の視野から第２の視野への変化
を動画化するための命令と、を含む。
【００１０】
　本発明は、随伴する請求項によって画定され、発明の詳細な説明のいかなる事項も、そ
れらの請求項についての限定と解釈すべきではない。本発明の更なる観点及び利点は、好
適な実施の形態に関連して以下に論述され、その後、独立して又は組合せにおいて権利と
して請求され得る。
【００１１】
　構成要素及び図面は必ずしも一定の尺度では描かれておらず、その代わりに、本発明の
原理の図示において強調が行われている。また、図面において、同様の参照番号は、異な
る図面を通して、対応する要素を示している。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】医療用画像システムの実施の一形態のブロック図である。
【図２】３次元医療用画像における空間的関係を伝達するための方法の実施の形態のフロ
ーチャートである。
【図３】実施の一形態における二つの視野間におけるボリュームレンダリングの回転の図
形描写である。
【図４】他の実施の形態における二つの視野間におけるボリュームレンダリングの回転の
図形描写である。
【図５Ａ】心臓の開口の動画を示す医療用画像である。
【図５Ｂ】心臓の開口の動画を示す医療用画像である。
【図５Ｃ】心臓の開口の動画を示す医療用画像である。
【図５Ｄ】心臓の開口の動画を示す医療用画像である。
【図５Ｅ】心臓の開口の動画を示す医療用画像である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明によって、超音波若しくは他の医療用画像システム又はオフライン検査ワークス
テーションのユーザは、３次元データの種々の視野間の空間的関係をより良く理解し得る
。３次元ボリュームの一つの視野方向から他の視野への移動の際に、３次元ボリュームレ
ンダリングをゆっくり回転させ又は傾けるために動画を用いることによって、観察者は、
異なる視野方向間の空間的関係をより容易に理解し得る。動画の開始は、単一のボタン押
下又は他の起動動作によりトリガされることが可能であり、手動回転と比較してユーザ制
御が簡素化され、切り取り平面がリセットされる。
【００１４】
　図１は、３次元医療用画像における空間的関係を伝達するための医療診断用画像システ
ム１０を示している。システム１０は医療診断用超音波画像システムであるが、コンピュ
ータ、ワークステーション、データベース、サーバ又は他の画像システムであり得る。コ
ンピュータ断層撮影又は磁気共鳴システム等の他の医療用画像システムが使用され得る。
【００１５】
　システム１０は、プロセッサ１２、メモリ１４、ディスプレイ１６、トランスデューサ
１８、タイマ２０及びユーザ入力２２を含む。追加の構成要素、異なる構成要素、又は、
より少ない構成要素が備えられ得る。例えば、システム１０は、送信ビーム形成器、受信
ビーム形成器、Ｂモード検出器、ドップラ検出器、周波数応答検出器、コントラスト剤検
出器、走査変換器、フィルタ、それらの組合せ、又は、他の現在知られている若しくは今
後開発される医療診断用超音波システム構成要素を含む。他の例として、システム１０は
、トランスデューサ１８を含まない。タイマ２０は、別個に示されているが、プロセッサ
１２の一部であり得る。
【００１６】
　トランスデューサ１８は、音響エネルギと電気エネルギとの間の変換を行うために動作
可能な圧電性装置又は容量性装置である。トランスデューサ１８は、多次元アレイ又は２
次元アレイ等の素子のアレイ（配列）である。代替的に、トランスデューサ１８は、一次
元における機械的走査及び他の次元における電気的走査のためのウォブラ（wobbler）で
ある。
【００１７】
　システム１０は、ボリューム（体積）を走査するためにトランスデューサ１８を使用す
る。電気的及び／又は機械的操舵は、ボリューム内の異なる走査ラインに沿った送信及び
受信を可能にする。任意の走査パターンが使用され得る。実施の一形態において、送信ビ
ームは、各送信について２０又はそれ以上の受信ラインに達するグループの受信のような
、複数の走査ラインに沿った受信のために、十分に幅が広い。他の実施の形態においては
、複数の、多数の又は総ての走査ラインに沿った受信のために、平坦送信波形、平行送信
波形又は発散送信波形が提供される。
【００１８】
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　ボリュームを描写する超音波データは、走査に応じて供給される。超音波データは、ビ
ーム形成され、検出され、及び／又は、走査変換される。超音波データは、極座標若しく
はデカルト座標、平面間に極座標間隔を有するデカルト座標、又は、他の形式等の、任意
の形式（フォーマット）であり得る。他の実施の形態においては、超音波データは、着脱
式記録媒体からの又はネットワークを介する等の、転送によって取得される。ボリューム
を描写する医療用データの他の型（タイプ）も、取得され得る。
【００１９】
　メモリ１４は、バッファ、キャッシュ、ＲＡＭ、着脱式記録媒体、ハードディスク装置
、磁気、光学又は他の現在知られている若しくは今後開発されるメモリである。メモリ１
４は、単一の装置、又は、二つ若しくはそれ以上の装置のグループであり得る。メモリ１
４は、システム１０内部に示されているが、システム１０の外部にあってもよく、又は、
システム１０の他の構成要素から離隔していてもよい。
【００２０】
　メモリ１４は、超音波データを蓄積する。例えば、メモリ１４は、流動成分（例えば、
速度、エネルギ又はそれらの両方）及び／又はＢモード超音波データを蓄積する。医療用
画像データは、３次元データセット、又は、そのようなセットの連続配列（シーケンス）
である。例えば、心臓の心拍周期の一部、一周期又はそれ以上の周期に亘るセットのシー
ケンスが蓄積される。異なる角度又は位置からの同一の人物、器官又は部位の画像化に関
連するような複数のセットが供給され得る。データは、心臓の一部又は全部の描写のよう
に、患者のボリュームを描写する。
【００２１】
　リアルタイム画像化のために、超音波データは、メモリ１４をバイパスし、メモリ１４
に一時的に蓄積され、又は、メモリ１４からロードされる。リアルタイム画像化は、デー
タの取得と画像化との間の、秒の分数の遅延又は秒の遅延でさえも許容し得る。例えば、
リアルタイム画像化は、走査によるデータの取得と実質的に同時に画像を生成することに
よって提供される。次の又は後続のデータセットを取得するために走査を行うと同時に、
先行するデータセットに対して画像が生成される。画像化は、データを取得するために用
いられるのと同一の画像化セッションの間に起こる。多平面再構成の初期に配置する平面
におけるより大きい遅延と後続の画像化におけるより小さい遅延のように、リアルタイム
動作のための取得及び画像化の間の遅延の量は、変化し得る。代替的な実施の形態におい
て、超音波データは、先行する画像化セッションからメモリ１４に蓄積されており、同時
の取得なしに画像化に使用される。
【００２２】
　追加的に又は代替的に、メモリ１４は、命令の処理を伴うコンピュータ読出可能な記録
媒体である。メモリ１４は、３次元医療用画像における空間的関係を伝達するための命令
であって、プログラム制御されるプロセッサ１２により実行可能な命令を表すデータを格
納している。ここで論述されているプロセス、方法及び／又は技術を実施するための命令
は、キャッシュ、バッファ、ＲＡＭ、着脱式記録媒体、ハードディスク装置又は他のコン
ピュータ読出可能な記録媒体等の、コンピュータ読出可能な記録媒体又はメモリ上に備え
られる。コンピュータ読出可能な記録媒体は、種々の種類の揮発性及び不揮発性記録媒体
を含む。図面に図示され又はここに記載される機能、動作又はタスクは、コンピュータ読
出可能な記録媒体内に又はコンピュータ読出可能な記録媒体上に格納されている一つ又は
それ以上の命令セットに応じて実行される。機能、動作又はタスクは、特定の種類の命令
セット、記録媒体、プロセッサ又は処理戦略（プロセッシング・ストラテジ）には依存せ
ず、単独で又は組合せで動作するソフトウェア、ハードウェア、集積回路、ファームウェ
ア、マイクロコード等により実行され得る。同様に、処理戦略（プロセッシング・ストラ
テジ）は、多重処理（マルチプロセッシング）、多重タスク処理（マルチタスキング）、
並列処理（パラレルプロセッシング）等を含み得る。実施の一形態において、命令は、局
所（ローカル）システム又は遠隔（リモート）システムによる読み出しのために着脱式記
録媒体に格納される。他の実施の形態において、命令は、コンピュータネットワークを介
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して又は電話線を通じた転送のために遠隔（リモート）ロケーションに格納される。さら
に他の実施の形態において、命令は、所定のコンピュータ、ＣＰＵ、ＧＰＵ又はシステム
内に格納される。
【００２３】
　プロセッサ１２は、汎用プロセッサ、ディジタル信号プロセッサ、３次元データプロセ
ッサ、グラフィック処理ユニット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、現場プログラム
可能な論理列（フィールド・プログラマブル・ロジック・アレイ）、ディジタル回路、ア
ナログ回路、それらの組合せ、又は、医療用画像データを処理するための他の現在知られ
ている若しくは今後開発される装置である。プロセッサ１２は、単一の装置、複数の装置
、又は、ネットワークである。二つ以上の装置については、処理の並列分割又は順次（逐
次）分割が用いられ得る。プロセッサ１２を構成する別個の各装置は、別個に動作する走
査コントローラ及び画像生成器等の、異なる機能を実行し得る。実施の一形態において、
プロセッサ１２は、医療診断用超音波画像システムプロセッサ等の、医療診断用画像シス
テムの制御プロセッサ又は他のプロセッサである。他の実施の形態において、プロセッサ
１２は、画像検査ワークステーション又はＰＡＣＳシステムのプロセッサである。プロセ
ッサ１２は、データの取得、３次元描写（即ち、ボリューム情報からレンダリングされる
視野の２次元画像）の生成、視野間の移動の動画化、及び／又は、画像化の制御等の、こ
こに記載される種々の動作を実行するために、格納された命令に従って動作する。
【００２４】
　プロセッサ１２は、ボリュームの複数の３次元描写をデータから生成する。表面レンダ
リング又は投影レンダリング等の、任意の種類のレンダリングが用いられることが可能で
ある。例えば、視野方向は、ボリュームに関して確立される。射線は、平行に又は仮想観
察者から拡散してボリュームを通して延長する。各射線に沿ったデータは、一つ又はそれ
以上のピクセル値を決定するために用いられる。例えば、各射線に沿った最初のデータで
あって閾値を超えるデータは、その射線について選択され、用いられる。ボリュームの内
部の部分を見るために、ボリュームは、切り取られ得る。切り取り平面の後方のボリュー
ムの部分におけるデータは、レンダリングに用いられる。切り取り平面と視野方向とは、
独立している。切り取り平面は、ボリュームデータの一部分をボリュームレンダリング計
算から除外するために用いられる。視野方向は、切り取り平面位置を変更することなく調
整され得る。視野方向の変化は、切り取り平面におけるいかなる変化からも独立して動画
化される。アルファ合成（アルファブレンディング）、切り取りボックス（clip boxes）
、平行切り取り平面、及び／又は、断面（fragment）及び頂点（vertex）処理等の、他の
レンダリング及び／又は切り取りが用いられ得る。
【００２５】
　各３次元描写は、ボリュームに関して視角を有する。動画については、初期のレンダリ
ング、最終のレンダリング、及び、それらの中間の一連のレンダリングの各々が、異なる
視角を有している。回転を表示するために、視角は、一つ又はそれ以上の軸に沿って漸増
させられる。連続するレンダリング間の任意の大きさの回転増分及び任意の量の時間が、
用いられ得る。例えば、表示された３次元ボリュームは、モニタの表示速度（rate）、例
えば６０Ｈｚに達するまでの速度で再レンダリングされる。視野方向の変化の速度（rate
）に依存して、レンダリングされるボリュームの視野方向は、表示速度に達するまでの速
度で変化させられ得る。視角は、動画のために均等に分散させられ得るが、動画の一つ又
はそれ以上の局面におけるより大きい段階進行の大きさ（ステップサイズ）を通じたより
急速な回転描写のように、不規則分散も用いられ得る。視野方向の変化における一時停止
も、特定の視野を強調するために用いられ得る。視角は、ボリュームを直接に取り巻く最
短経路に沿ったものであり得る。初期及び最終の視角は、所定の視野方向又は標準視野方
向に関連するようにして、既知である。代替的な実施の形態において、視角を二つ又はそ
れ以上の異なる軸に沿って連続的に動かすように、回転は間接的である。
【００２６】
　３次元描写の各々は、同一のデータ（固定された場合）又は異なるデータ（動作中の場
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合又は連続的な再生の場合）からレンダリングされる。例えば、初期の３次元描写は、ボ
リュームの半分を描写するデータ（例えば、切り取り平面としてＡ４Ｃ切り取り平面が用
いられる場合の心臓の後部半分）からレンダリングされる。最終の３次元描写は、当該ボ
リュームの異なる半分を描写するデータ（例えば、切り取り平面としてＡ２Ｃ切り取り平
面が用いられる場合の心臓の左部半分）からレンダリングされる。視角における各中間レ
ンダリング又は変化に伴って最終のサブボリュームのいくらかを付加し且つ初期のサブボ
リュームのいくらかを除去するように、初期のレンダリングから最終のレンダリングへの
サブボリューム間の移動は漸進的である。他の実施の形態において、全ボリュームは、当
該ボリュームの外観視野を提供する、初期の３次元描写に対する視野方向からレンダリン
グされる。回転は、その後に発生する。一度回転すると、その後は最終のサブボリューム
が使用される。回転のための初期のサブボリュームと全ボリュームとの間のジャンプ、及
び、回転のための全ボリュームと最終のサブボリュームとの間のジャンプを回避するため
に、複数のレンダリングは、各レンダリングに対するデータの垂直層の付加等の、データ
における漸進的な増加又は減少と共に実行され得る。ジャンプ、データ、又は、サブボリ
ューム増大若しくは縮小の任意の組合せが、初期の視野から最終の視野への移動に使用さ
れ得る。
【００２７】
　ＭＰＲ同期動画については、変化する二つの構成要素－切り取り平面及び視野方向があ
る。例えば、切り取り平面は直ちに又は初めに変化させられ、視野方向は、新たな視野方
向への変化の速度（rate）を制御するタイマと共に漸進的に変化する。
【００２８】
　一つの例示的な実施の形態において、プロセッサ１２は、心臓のもの等の、多平面再構
成、及び、ボリュームデータのボリュームレンダリングを生成する。三つのＭＰＲ（mult
i plane reconstruction：多平面再構成）画像が生成される。ディスプレイの第４のウィ
ンドウ又は部分が、ボリュームの３次元描写のために使用される。３次元描写は、ＭＰＲ
のうちの一つの位置における切り取り平面の配置に対応する視野等の、任意の所望の視野
についてレンダリングされ得る。ボリュームレンダリングのための視野方向は、ボリュー
ムデータ内におけるＭＰＲの位置に配置された切り取り平面に対して垂直であるか又は垂
直に対してわずかにオフセットされている（例えば、５°乃至１０°）。切り取り平面は
、ユーザ視点からの切り取り平面の後方のデータからレンダリングされた描写を伴う切り
取り平面として使用される。一実施例において、初期及び最終の３次元描写は、特定の多
平面再構成の位置に同期した異なる切り取り平面に関連する視角からの３次元レンダリン
グである。アイコンが、各切り取り平面又は標準視野に関連する。アイコンは、切り取り
平面を特定のＭＰＲに同期させ且つ動画連続配列（動画シーケンス）を開始するためのト
リガである。この制御入力は、制御パネルボタン等の任意の他の種類のユーザインタフェ
ース制御において実現され得る。異なるアイコンの選択に応じて、プロセッサ１２は、選
択された視野に関連するレンダリングへの移動を３次元描写に引き起こす。その移動は、
３次元描写に対する視角を複数の段階で回転させて、一つの視野から他の視野への動画化
された回転又は移動として実行される。
【００２９】
　他の例示的な実施の形態において、プロセッサ１２は、心臓の外部からの心臓の全視野
としての初期の３次元描写を生成する。切り取られたレンダリングを表示し、また、視野
を切り替える指示に応じて全視野へジャンプし又は移動するようにして、一つ又はそれ以
上の先行する３次元描写が供給され得る。それから、全視野は、一つは心臓の後部半分、
一つは心臓の前部半分のように、二つの分離したレンダリングに分割される。Ａ４Ｃ視野
に沿って中央で心臓を分割するような、ボリュームの中心を通る切り取り平面は、初期に
は全視野としての同一視角からレンダリングされる二つのサブボリュームを画定する。３
次元描写は、回転を表示するために各半分について順次レンダリングされる。視角は、相
互から離隔して移動させられ、前部半分及び後部半分の内部が見えるように心臓が切開（
開口）されて見えるようにさせる。各サブボリュームは、動画化された一連の場面（連続
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配列）を通じて約９０度回転させられる。各半分の回転は他方と同時に引き起こされ、又
は、各半分の回転は連続的に実行される。最終の視野は、心臓の各半分の内部の視野であ
る。
【００３０】
　タイマ２０は、時間セグメントを区分化するためのクロック、プロセッサ、カウンタ、
又は、他の回路である。実施の一形態において、タイマ２０は、プロセッサ１２である。
タイマ２０は、プログラム可能であり、又は、固定された周期を用いて動作し得る。
【００３１】
　タイマ２０は、プロセッサ１２に初期の３次元描写を静止して表示させる。診断のため
に、ユーザは、静止して表示されたレンダリングを検分する。ユーザが移動を指示するま
でのように、静止表示の任意の期間が用いられ得る。同様に、タイマ２０は、プロセッサ
に最終の３次元描写を任意の期間に亘って静止して表示させる。「最終」は、レンダリン
グが移動させられた視野に反映させるために用いられる。最終の視野は、別の動画又は移
動にとっての初期の視野であり得る。動画は、初期の視野から開始することも開始しない
こともあり、最終の視野で終了することも終了しないこともある。ユーザが認識し得るジ
ャンプは、一つもないこともあり、一つ又はそれ以上あることもある。
【００３２】
　動画に関して、タイマ２０は、プロセッサ１２に一連（連続配列）の３次元描写を表示
のために生成させる。その連続配列（シーケンス）は、初期及び最終の３次元描写の間の
レンダリングを描写する。タイマ２０に基づいて、一連の３次元描写の各々は、初期の視
野及び／又は最終の視野の静止表示より短い時間に亘って表示される。動画における各３
次元描写の間の時間は、１秒の１／１０又はそれ未満等の、秒の分数であり得る。タイマ
２０は、一つの視野方向から他の視野方向への移動の際に、視野方向における変化の速度
を部分的に制御する。視角移動の段階進行の大きさ（ステップサイズ）は、移動の速度（
rate）にも作用し得る。タイマ２０は、視野方向における回転の速度（speed）を制御す
る。このタイミングは、動画がリアルタイムで回転しているようにユーザに見えるように
することを可能にする。いずれの所与のレンダリングも、診断のために十分に長くは表示
されないかもしれないが、各視野の間の空間的移動を明確に表示する。視野方向における
変化を把握し且つ迅速に新たな解剖学的構造の眺望を判断することをユーザに可能とする
ために、速度（speed）は十分に遅い。より長い期間が提供され得る。例えば、開始視野
方向から終了視野方向までの動画のための合計時間が設定される。クラムシェル（二枚貝
）動画に関して、複数のタイマが、視野方向の変化の速度（rate）及び初期の位置におけ
る一時停止の継続時間の両方を制御する。視野方向の変化の速度（rate）は、いくつかの
関数のうちの一つを選択することによって制御される（即ち、視野方向の変化の速度は、
一定の関数、線形の関数又は幾分非線形の関数であり得る）。
【００３３】
　ディスプレイ１６は、ＣＲＴ、ＬＣＤ、プラズマディスプレイ、モニタ、プロジェクタ
、プリンタ、又は、他の現在知られている若しくは今後開発される表示装置である。ディ
スプレイ１６は、初期の３次元描写、一連の３次元描写、及び、最終の３次元描写を表示
する。３次元描写等の画像は、単独で又はグループで表示される。切り取り平面及びレン
ダリング等の複数の画像は、ディスプレイ１６のスクリーンの、異なるウィンドウ等の異
なる部分に表示され得る。
【００３４】
　ユーザ入力２２は、ボタン、スライダ、ノブ、キーボード、マウス、トラックボール、
タッチスクリーン、タッチパッド、それらの組合せ、又は、他の現在知られている若しく
は今後開発されるユーザ入力装置である。ユーザは、タイマ２０をプログラムし、レンダ
リング値を設定し（例えば、切り取り平面を画定し、レンダリングの種類を選択し、オフ
セット角を設定し、又は、動画の段階進行の大きさ（ステップサイズ）若しくは速度（sp
eed）を設定する）、又は、システム１０を操作するために、ユーザ入力２２を操作し得
る。プロセッサ１２は、ユーザ入力２２のユーザ起動に応じて、初期の３次元描写から一
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連の３次元描写を経て最終の３次元描写まで、動画における移動をさせる。例えば、ユー
ザは、ユーザ入力２２により、アイコンを選択し、切り取り平面画像を選択し、及び／又
は、そうでなければ視野方向を規定する。それに応じて、プロセッサ１２は、動画を通し
て指示された視野への移動をさせる。移動を引き起こすために、単一の入力が用いられて
もよく（例えば、アイコンの選択）、又は、複数の入力が用いられてもよい（例えば、切
り取り平面又は視野方向の変換又はそうでなければ画定）。
【００３５】
　図２は、３次元医療用画像における空間的関係を伝達するための方法を示している。当
該方法は、医療診断用画像システム、検査（review）ステーション、ワークステーション
、コンピュータ、ＰＡＣＳステーション、サーバ、それらの組合せ、又は、医療用超音波
若しくは他の種類のボリュームデータを画像処理するための他の装置によって実施される
。例えば、図１に示されているシステム１０又はコンピュータ読出可能な記録媒体１４と
、プロセッサ１２とが当該方法を実施するが、他のシステムが使用され得る。当該方法は
、示された順序で又は異なる順序で実施される。付加的な、異なる、又は、より少ない過
程が実行され得る。例えば、過程２６は、任意選択である。他の実施例として、走査は、
表示のために用いられるデータを取得するために、過程２６において実行される。
【００３６】
　過程２４乃至３０は、走査の間等にリアルタイムで実行される。ユーザは、走査の間に
画像を見ることが可能である。画像は、同一の画像化セッションにおける過程だが異なる
ボリュームデータを伴う過程２４乃至３０の先行する動作と関連し得る。例えば、過程２
４乃至３０は、初期の走査のために実行される。過程２４乃至３０は、同一の画像化セッ
ションの間に後続の走査のために実行される。リアルタイムの画像化のために、任意の所
与のレンダリングのために用いられるボリュームデータは、より最近取得されたデータと
置き換えられ得る。例えば、初期のレンダリングは、データの一セットと共に実行される
。最終のレンダリングは、同一又は類似（例えば、トランスデューサ又は患者の動きのた
めに）のボリュームを描写するデータの別のセットと共に実行される。動画は、一つ又は
それ以上のデータセットに基づき得る。代替的な実施の形態において、同一のデータセッ
トは、走査と同時のリアルタイムでの場合又は走査後の検分における場合のいずれにおい
ても過程２４乃至３０の総てにおいて用いられ得る。
【００３７】
　走査のために、超音波トランスデューサは、患者に近接して、患者の上に、又は、患者
の内部に配置される。ボリューム走査トランスデューサは、機械式ウォブラ（wobbler）
又は多次元アレイのように配置される。患者に近接する又は患者の上の配置に関しては、
トランスデューサは、皮膚の上に直接に配置され、又は、患者の皮膚に音響的に結合され
る。患者の内部の配置に関しては、手術中の、腔内の、カテーテルの、経食道の、又は、
患者の内部に配置可能な他のトランスデューサが、患者の内部からの走査のために使用さ
れる。
【００３８】
　ユーザは、手持ち形プローブの使用又はステアリングワイヤの操作のように、トランス
デューサを手動で配置し得る。代替的に、ロボット機構又は機械式機構が、トランスデュ
ーサを配置する。
【００３９】
　心臓全体若しくは心臓の一部を食道から又は他の音響窓を通じて走査する等、患者のボ
リューム部位が走査される。患者の他の器官又は部位が、走査され得る。ウォブラ又は多
次元アレイは、音響エネルギを発生し、応答エコーを受信する。代替的な実施の形態にお
いて、１次元アレイが、ボリュームを走査するために手動で移動させられる。
【００４０】
　一つ又はそれ以上のデータセットが取得される。超音波データは、表示された画像（例
えば、検出され且つ走査変換された超音波データ）、ビーム形成されたデータ、検出され
たデータ、及び／又は、走査変換されたデータに対応する。超音波データは、患者の部位
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を描写する。多平面スライスに対するデータは、ボリューム部位を描写し得る。代替的に
、ボリューム走査が用いられる。部位は、組織、流体（体液）又は他の構造を含む。異な
る構造又は構造の異なる種類は、超音波に対し異なって反応する。例えば、心臓筋肉組織
は動作するが、流体に比較すると遅い。時間上の反応から、異なる速度又は流れデータが
結果として生じ得る。構造又は空間的外観の形状は、Ｂモードデータに反映され得る。心
臓、器官（臓器）、管、流体心室、固まり、損傷（病変）、筋肉、及び／又は、組織等の
、一つ又はそれ以上の対象が部位に含まれる。データは、部位を描写する。
【００４１】
　過程２４において、初期の３次元描写が表示される。初期は、後続の描写との関係にお
ける最初の描写を表示する。初期の描写は、所与の画像化セッションの間に又は所与のボ
リュームについて表示された原始の描写である場合があり又はそうでない場合がある。
【００４２】
　初期の３次元描写は、診断用視野のものである。診断用視野は、医療専門家又は他のユ
ーザによる詳細な検討のための視野である。診断用視野は、所与の診断のために用いられ
る場合があり又はそうでない場合がある。診断用視野は、２秒又はそれ以上に亘る静止視
野である等、短くはなく、詳細な検討を可能にする。診断用視野は、鼓動する心臓のリア
ルタイム画像が提供される場合等、複数のレンダリングに対応し得る。視野が変化しなく
ても、ボリュームレンダリングに用いられるデータは、時間とともに変化する。視野は、
視角に対応する。視角は、レンダリングされるべきボリュームに対するユーザ又はスクリ
ーンの相対的な位置である。例えば、視角は、多平面再構成切り取り平面に対して実質的
に垂直であるものとしてもよい。
【００４３】
　データは、また静的であり得る。描写は、静止視角及び／又は静止データを有すること
により、静的である。他の実施の形態において、初期の３次元描写は、短く、無作為に選
択されていてもいなくても、又は、ユーザ選択されていてもいなくても、診断用ではない
。
【００４４】
　診断用視野の実施の一形態において、３次元描写は、標準診断用視野のためのものであ
る。レンダリング又は切り取り平面は、標準２次元視野に対して平行又は実質的に平行（
例えば、弁又は他の内部構造を見るためのオフセットを実質的に考慮に入れて）である。
例えば、切り取り平面は、Ａ４Ｃ視野、Ａ２Ｃ視野、ＬＡＸ、又は、他の標準視野に相当
し、視野方向は、オフセットを伴う又は伴わない切り取り平面に対して垂直に相当する。
表示された視野は、分類され（例えば、Ａ４Ｃ）及び／又は注釈を付けられる（例えば、
弁が強調表示されている）ものとしてもよい。
【００４５】
　初期の３次元描写は、患者の少なくとも一部のものである。ボリュームは、患者全体、
又は、器官（例えば、心臓）等の患者の一部を表し得る。描写は、全ボリューム、又は、
ある部分が切り取られている場合等の全ボリュームの一部から形成され得る。
【００４６】
　過程２６において、患者の一部の第２の診断用視野の表示が受信される。表示は、ユー
ザ入力不要とする場合のように、自動的に生成され得る。例えば、一連の異なる視野が、
ユーザに提供される。各視野は、所定の時間、又は、プログラム可能な時間に亘って表示
される。当該時間の後、視野は、他の視野へ移動する。プロセッサ又はタイマが、次の視
野が提供されるべきことを指示する。
【００４７】
　当該指示は、ユーザ入力からのものであり得る。ユーザは、現在表示されている視野と
は異なる他の視野を選択する。例えば、ユーザは、ボリュームレンダリングの視野方向を
異なる多平面再構成視野に同期させ得る。その選択は、特定の切り取り平面に隣接して表
示されたアイコン、メニュー選択、切り取り平面画像の選択、又は、他のユーザ入力によ
るものであり得る。ユーザは、異なる診断用視野を選択する。それに応じて、信号が発生
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させられ、受信される。信号は、視野の選択を指示する。信号は、次の視野の選択又は特
定の視野の選択を指示し得る。単一ボタンの操作又はアイコンのクリック等の単一入力が
、移動をトリガし得る。複数入力が、他の実施の形態において用いられ得る。
【００４８】
　過程２８において、各視野の間の移動が、動画化される。一つの視野から次の視野へジ
ャンプするのではなく、少なくとも一つの中間３次元描写が生成される。中間の視野は、
一つの診断用視野から他の診断用視野への移動を動画化する。３次元レンダリング画像は
、第１の視野から第２の視野への漸進的な移動に見える。
【００４９】
　実施の一形態において、動画又は漸進的移動は、当該部分の複数の中間の３次元描写で
ある。当該部分の中間の３次元描写並びに初期及び最終の視野の各々は、異なる視角に対
応する。心臓等の画像化された部分は、現在の視野と選択された視野との間で回転させら
れる。初期、中間及び最終の３次元描写は、一連の場面（連続配列）として生成され、表
示される。一連の場面は、初期の視角から最終の視角への漸進的に変化する異なる視角の
段階を描写する。図３は、一実施例を示している。ボリューム４２の３次元描写が、回転
させられている。矢印４４は、所与の視角を示している。ボリューム４２及び矢印４４の
回転が、３次元描写の回転を示している。左端のボリューム４２に関して、矢印４４は、
描写のレンダリングのために用いられる視角を示している（ボリュームに対する相対的な
ユーザ視野は、下向きである）。右端のボリューム４２は、ユーザの視野位置に向かって
上向きに向けられたボリューム４２の異なる面を示している。矢印４４は、初期の視角が
ユーザの下向きの視角に対して今では直角であることを示している。中間の三つのボリュ
ーム４２は、ユーザの視点に対するボリューム４２の三つ又はそれ以上の中間の回転量を
示している。
【００５０】
　任意の段階進行の大きさ（ステップサイズ）、空間的な道筋若しくは経路、各描写の表
示の時間、又は、描写間の時間が用いられ得る。実施の一形態において、中間の３次元描
写の各々は、当該部分が回転しているように見えるようにするために、短時間の間だけ表
示される。例えば、五つ又はそれ以上の描写が、毎秒ごとに表示される。わずか２，３度
等の、視角における比較的小さいステップサイズを有することにより、３次元描写は滑ら
かに回転しているように見える。代替的な実施の一形態において、動画は、視角間で変化
する移動の速度（speed）又はステップサイズを有する。例えば、各々においてある時間
（例えば、１乃至１０秒）だけ一時停止しながら、移動が一つ又はそれ以上の他の診断用
視野へ進行し、その後、選択された視野へ進行する。他の実施例として、移動は、動画の
最後よりも開始及び／又は中間においてより急速に移動する。
【００５１】
　他の実施の形態において、ぎくしゃく動く又は滑らかでない回転が提供される。例えば
、Ａ２Ｃ視野の３次元描写が表示される。ユーザは、Ａ４Ｃ視野を選択する。これらの視
野は相互に直角であり、データの異なるサブセットからレンダリングされるので（例えば
、心臓ボリュームの左部半分に対して後部半分）、３次元描写は、心臓の断面内部Ａ２Ｃ
レンダリングではなく心臓の外部を表す、完全なデータセットからのレンダリングへ最初
にジャンプする。視角は同一である。中間描写は、断面データセットから完全なデータセ
ットへの移動にデータ層を付加する等、ボリュームの漸進的に増加する量又は部位からレ
ンダリングされ得る。３次元描写は、その後、次の視野（Ａ４Ｃ）のための断面データセ
ットへ視角の変化を伴わずにジャンプし又は漸進的に移動する。図４は、所望の診断用視
野への動画化前の心臓のＡ４Ｃサブボリュームとしての例示的な３次元描写５０を示して
いる。視角の変化を伴う動画化はその後実行され、３次元描写を所望の視野へ回転させる
。図４は、初期の描写５０及び最終の描写５６（例えば、初期の視角から９０度）に対し
て中間の二つの例示的な３次元描写５２、５４（例えば、初期の視角から１５度及び初期
の視角から７５度）を示している。異なる角度におけるより多い又はより少ない中間の描
写５２、５４が提供され得る。
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【００５２】
　他の実施の形態において、動画は、最初に角度を回転させ、それから、所与の視野に対
して適当なデータセット又はサブボリュームへ移動する。さらに他の実施の形態において
、動画は、視角及びサブボリュームの両方を、同時に、又は、相互に交互配置（インター
リーブ）された段階で、移動する。他の実施の形態において、全ボリューム又は同一サブ
ボリュームが、初期、中間及び最終の３次元描写に用いられる。
【００５３】
　過程３０において、最終の３次元描写が表示される。「最終」は、選択された視野又は
動画が移動して行く視野を表すために用いられる。異なる視野及び／又はデータセットか
らの異なる３次元描写は、さらに後で提供され得る。
【００５４】
　最終の３次元描写は、観察されている体の同一の器官又は部位のものである。観察され
ている部位は、同一の患者の組織のものであるが、異なるデータに依存し得る。例えば、
動画は、心臓の後部半分の視野から心臓の左側へ移動する。ボリュームデータセットの切
り取りは、動画の一部として移動する。最終の描写は、初期及び／又は中間の描写と同一
又は異なるデータを使用する。例えば、切り取り平面は、ボリュームデータセットに対し
てではなく、動画の間は観察者に対して一定に留まる。ボリュームが切り取り平面に対し
て相対的に回転するに従って、視野が切り取り平面の前方を動くときはデータが視野から
除去され、視野が切り取り平面の後方を動くときはデータが視野に付加される。
【００５５】
　最終の３次元描写は、動画における最後の段階とする等、移動後に表示される。最終の
描写は、中間及び初期の視角とは異なる視角によってレンダリングされる。各視角は、初
期、中間及び最終のレンダリングの総ての他の視角と異なっている。代替的な実施の形態
において、動画は、ボリュームの周囲を観察した後に最終の視角へ移動することと関連す
るような、同一の視角における描写を通じて移動する。
【００５６】
　最終の３次元描写は、静止表示される。例えば、同一の視角が、少なくとも２秒間等、
数秒間に亘って用いられる。一つ又はそれ以上のレンダリングが、静止表示の間に実行さ
れる。例えば、同一のデータセットが用いられ、そのため、ただ一つのレンダリングが生
成され、結果として生ずる３次元描写が、全時間に亘って表示される。他の実施例におい
ては、データは、心臓の鼓動を示すため等、時間の関数として変化する。３次元描写は同
一の視角のものであるが、データは、診断用視野から心臓の変化を時間と共に示すために
、変化する。タイマ又はユーザ入力から等の、他の視野の指示が受信されるまで、３次元
描写は、選択された視野において維持される。代替的な実施の形態において、最終の３次
元描写は、より大きい動画の範囲内のものとされる等、非静止であり、それにより、最終
の３次元描写は、動画の範囲内の中間の視野と同程度の時間に亘って表示される。
【００５７】
　最終の３次元描写は、診断用視野又は他の視野である。診断用視野は、診断における補
助のための、医療専門家による調査のためのものである。診断用視野は、Ａ４Ｃ、Ａ２Ｃ
又は他の正準（canonical）心臓視野等の標準（standard）視野に対応し得る。例えば、
診断用視野は、Ａ４Ｃのものであるが、弁のより良好な観察のために、Ａ４Ｃ切り取り平
面に対して垂直から角度を形成するオフセット（例えば、５乃至１５度）を伴う。代替的
に、診断用視野は、医療専門家が優先する視野又は実験的な視野に対応し得る。非診断用
の最終の描写は、診断上重要な視野を識別するための活動における機械学習での異なる視
野の検査に関連する等の、視角の無作為な又は試験的な選択によって提供され得る。ＭＰ
Ｒのデフォルト位置は、標準（standard）視野である。ユーザは、ボリュームに対するＭ
ＰＲの相対的な位置を動かすことが可能となり、それにより、ユーザがボリュームレンダ
リングにおける切り取り平面をＭＰＲ平面の一つに同期させる場合、ユーザは、標準視野
だけでなく、任意の視野方向へ動画化し得る。
【００５８】
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　一つの例示的な実施の形態は、多平面再構成に関連する３次元描写のための動画の使用
である。超音波走査ボリュームを通る切り取り平面を表す複数の２次元画像が、表示され
る。それらの画像は同時に表示されるが、連続して順次表示され得る。例えば、心臓に関
して標準位置にある実質的に垂直な切り取り平面に対応する３次元画像は、スクリーン又
はディスプレイ装置の三つの異なる象限に表示される。この超音波心臓検査法（心臓エコ
ー検査法）の実施例において、心尖部四腔像（apical four-chamber (Ａ４Ｃ) view）及
び心尖部二腔像（apical two-chamber (Ａ２Ｃ) view）等の正準（canonical）スライス
又は平面は、ボリュームを表すデータから抽出される。それらの解剖学的平面は、ボリュ
ーム超音波データの取得において用いられるトランスデューサの方向付けに拘わらず連続
的に表示される。各画像は、全ウィンドウ若しくは背景の一部であり、又は、各画像は、
個々のウィンドウ若しくは背景の一部である。
【００５９】
　全ディスプレイの第４象限又は他の区画は、３次元描写を含む。３次元描写は、切り取
り平面が通過して配置されている超音波走査ボリュームの少なくとも一部のものである。
例えば、３次元描写は、心臓の外観視野を表す、全ボリュームに対するデータからレンダ
リングされる。描写は、動画化され（例えば、外観心臓視野をゆっくり回転させる）又は
静的であり得る。他の実施例として、３次元描写は、心臓の後部半分等のサブボリューム
に対するデータからレンダリングされる。レンダリングは、Ａ４Ｃ切り取り平面（例えば
、図４の３次元描写５６）に対するオフセット角を伴う又は伴わない垂直等の、所定の若
しくは選択された視野に対応する視角に対するものである。
【００６０】
　ユーザは、３次元描写のための異なる視野を選択する。例えば、ユーザは、表示された
切り取り平面画像、その切り取り平面に対するアイコン、又は、視野のリストからのメニ
ュー項目を選択する。ユーザは、仮想レンダリング又は３次元描写視野方向を切り取り平
面（例えば、ＭＰＲ　Ａ、Ｂ又はＣ）の一つに同期させるために、三つのボタンのうちの
一つを選択し得る。レンダリング生成構成は、各ＭＰＲウィンドウ内の同期アイコンをサ
ポートし、表示する。同期アイコンは、３次元描写レンダリング平面及び／又は切り取り
平面を、対応する同期アイコンが選択されたＭＰＲ切り取り平面に同期させるために、選
択される。
【００６１】
　ユーザ入力選択の受信に応じて、３次元描写は、現在の視角から、選択された視野に対
する視角へ移動する。例えば、移動は、一つの多平面再構成視野（例えば、Ａ４Ｃ）のレ
ンダリングから他の多平面再構成視野（例えば、Ａ２Ｃ又はＬＡＸ）のレンダリングへの
ものである。レンダリング視野方向を切り取り平面の一つに同期させる時、システムは、
３次元描写視野方向のＸＹＺ座標を新たな所望の方向へゆっくりと回転させる。ＭＰＲ　
Ｃボタンを選択すると、ＭＰＲ　Ｃに対応する切り取り平面が適用され、いかなる先行の
切り取り平面も、３次元レンダリングのために用いられるボリュームデータセットから除
去される。３次元描写は、その後、新たな視野配向（viewing orientation）へゆっくり
と回転させられる。３次元描写は、切り取り平面（選択されたＭＰＲに現在同期している
）がスクリーンに対してほぼ平行になる配向へ回転させられる。回転は、プログラム可能
な回転継続時間及び加速度及び最終傾斜角度オフセットと共に動画化され、それにより、
ＶＲ切り取り平面は、スクリーンに対して完全には平行にならない。
【００６２】
　３次元描写の動画は、２次元ＭＰＲ画像に沿って表示される。初期、中間及び最終の３
次元描写は、ディスプレイの一つの象限又は他の区画に、ＭＰＲ画像と実質的に同時に、
表示される。動画は、一つの視野から他の視野への空間的移動を明確化し、ＭＰＲ画像は
、特定の視野に関する詳細を提供する。
【００６３】
　他の実施の形態においては、二つ又はそれ以上の３次元描写が、実質的に同時に表示さ
れる。移動は、一つの視野から二つの異なる視野へのものである。例えば、初期の視野は
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、側面からの心臓全体の外観視野である。他の実施例として、初期の視野は、切り取り平
面に沿って切り取られたボリュームに関する診断用視野である。移動又はジャンプのいず
れかを用いて、診断用視野は、心臓全体の外観視野へ切り替わる。動画は、心臓全体のボ
リュームレンダリングから、ボリュームを二つの半分へゆっくりと開裂させて、本を開く
のと同様にボリュームを開口させるために、用いられる。代替的な実施の形態において、
利用可能なデータが心臓全体を表していない場合等には、心臓の一部のみが開裂させられ
る。レンダリングに用いられるデータセットは、心臓全体のリアルタイム走査のように、
継続的に更新され得る。双方の３次元描写表示の「開口」の動画化は、どのように超音波
データの二つの半分が相互に空間的に合わさるのかをユーザに示す。
【００６４】
　一度開口された、一つ又は双方の半分の３次元描写は、診断用視野を表す。各描写は、
心臓の下位部分（sub-portion）からレンダリングされる。例えば、開裂は、ボリューム
の半分への分割、及び、分割されたサブボリュームからの描写の別個のレンダリングに相
当する。分割されたサブボリュームの３次元描写は、その後、回転させるために動画化さ
れる。各視角は、ボリュームに関して異なる方向へ回転させられ、それにより、各描写は
、正反対の又は異なる方向へ回転する。各視角は、同一の又は異なる移動速度（rate）及
び／又は視角ステップサイズを以て、別個に変化させられる。心臓の実施例においては、
心臓は、前部半分と後部半分とに分割される。図４の描写５０は、一つのそのような半分
を示している。二つの描写は、その後、ボリュームの後部半分については、側面視野から
前面視野へ回転させられ、ボリュームの前部半分については、側面視野から背面視野へ回
転させられる。図４は、前部半分についてのそのような動画を示している。３次元描写は
、心臓の内部を眺めるように回転する。図５Ａ乃至図５Ｅは、この移動の医療用画像レン
ダリングを示している。
【００６５】
　前部及び後部半分の３次元描写は、初期の全体視野に関するボリュームに沿った後方中
央鉛直線における共通軸から回転させられるようにして、並行して表示される。二つの異
なる３次元描写は、初期的に、動画の間、及び、最終的に、同一の又は異なるウィンドウ
内に表示され得る。
【００６６】
　一つの例示的な実施の形態において、３次元描写は、ＭＰＲレンダリングに関連する等
、初期的には標準切り取り平面に基づいて観察される。ユーザは、クラムシェル（二枚貝
）モード即ち双方視野（デュアルビュー）モードを選択する。この視野モードを使用可能
にすると、３次元描写は、回転するようにして動画化され、それにより、視野方向は、ス
クリーンの上端の方を向いているボリュームの頂部を伴う距離方位平面（range-azimuth 
plane）にほぼ平行になる。視野は、スクリーンの上端における心臓の頂部及びスクリー
ンの下端における心臓の底部を伴う心臓の左側のものである。３次元描写は、一つ又は二
つの軸に沿って１０乃至１５度のように、プログラム可能な傾斜角度を伴ってわずかに傾
斜し得る。代替的な実施の形態において、描写は、この配向へジャンプする。完全な（切
り取られていない）ボリュームは、その後、プログラム可能な継続時間に亘って全体表示
される。描写は、サブボリュームレンダリングから全ボリュームへジャンプし又は漸進的
に移動する。描写は、その後、二つの描写に分離する。分離した描写は、その後、プログ
ラム可能な継続時間の間にプログラム可能な角度範囲まで開口して見えるように、異なる
視角へ回転させられるように動画化される。二つのサブボリュームは、観察者に関してボ
リュームの後方中心に位置する鉛直軸を中心として旋回する（本を開くように）。
【００６７】
　心臓学のためには、心臓の正反対の各半分が、同時に示される。この構成は、他の応用
にも用いることができる。例えば、胆嚢は、胆石の近傍で開裂して開口するように動画化
される。診断に有用な内部視野を有し得る他の器官（臓器）も同様に、開口するように動
画化され得る。体の他の部位は、開裂して異なる方向から観察するように動画化され得る
。
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【００６８】
　各視野の間の動画は、任意の器官（臓器）を画像化するため等の、任意の応用に用いら
れ得る。初期及び最終の視野は、外観視野であり得る。実施の一形態において、ユーザは
、切断又は切り取り平面を手動で操作する。当該平面に基づく２次元画像又は３次元描写
を観察した後、視野は、デフォルト視野又は他の視野へリセットされる。手動視野と所定
の又は先行する視野との間の移動は、動画化される。異なる視野の選択によるいかなる移
動も、動画化され得る。
【００６９】
　種々の実施の形態を参照することにより本発明は以上に説明されているが、本発明の範
囲から逸脱することなく多くの変更及び変形が可能であることは理解されるべきである。
従って、上述の詳細な説明は限定ではなくむしろ例示的なものとして考慮され、且つ、総
ての等価物を含む後述の請求項が本発明の精神及び範囲を画定することを意図しているこ
とが理解される、ということが意図されている。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５Ｅ】



(18) JP 5963736 B2 2016.8.3

10

20

30

40

フロントページの続き

(73)特許権者  510299444
            シーメンス　コーポレーション
            Ｓｉｅｍｅｎｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
            アメリカ合衆国　ニュージャージー　イズリン　ウッド　アヴェニュー　サウス　１７０
            １７０　Ｗｏｏｄ　Ａｖｅｎｕｅ　Ｓｏｕｔｈ，　Ｉｓｅｌｉｎ，　Ｎｅｗ　Ｊｅｒｓｅｙ　０８
            ８３０，　Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ
(74)代理人  100114890
            弁理士　アインゼル・フェリックス＝ラインハルト
(74)代理人  100099483
            弁理士　久野　琢也
(74)代理人  100128679
            弁理士　星　公弘
(72)発明者  ブルース　エー　マックダーモット
            アメリカ合衆国　ワシントン　ベルヴュー　ワンハンドレッドシックスティエイス　アヴェニュー
            　２９２８
(72)発明者  マーヴィン　メンチャス　スミス－ケースム
            アメリカ合衆国　ワシントン　レントン　サウスイースト　フォース　ストリート　２７３６
(72)発明者  パトリック　リュン
            アメリカ合衆国　ニュージャージー　プリンストン　ネッスル　ウッド　ウェイ　３１
(72)発明者  シュテファン　ヴィースナー
            アメリカ合衆国　ニュージャージー　プリンストン　ヘザー　レーン　３４

    審査官  伊藤　幸仙

(56)参考文献  特開２００７－３１２８８０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０５－２２８１４５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－１２８９７５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３１３６５１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－０３８０１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              国際公開第２００７／０６７３２３（ＷＯ，Ａ２）　　
              国際公開第２００７／０２５６０８（ＷＯ，Ａ１）　　
              国際公開第２００６／１０４９５９（ＷＯ，Ａ２）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　　８／００　　－　　８／１５
              Ａ６１Ｂ　　　５／００
              Ａ６１Ｂ　　　５／０５５
              Ａ６１Ｂ　　　６／００　　－　　６／１４
              Ｇ０６Ｔ　　　１／００
              Ｇ０６Ｔ　　１３／００　　－　１３／８０　　　　



专利名称(译) 用于在三维医学图像中发送空间关系的运动图像

公开(公告)号 JP5963736B2 公开(公告)日 2016-08-03

申请号 JP2013250367 申请日 2013-12-03

[标]申请(专利权)人(译) 美国西门子医疗解决公司
西门子公司

申请(专利权)人(译) 西门子医疗系统集团美国公司
西门子公司

当前申请(专利权)人(译) 西门子医疗系统集团美国公司
西门子公司

[标]发明人 ブルースエーマックダーモット
マーヴィンメンチャススミスケースム
パトリックリュン
シュテファンヴィースナー

发明人 ブルース エー マックダーモット
マーヴィン メンチャス スミス-ケースム
パトリック リュン
シュテファン ヴィースナー

IPC分类号 A61B8/00

CPC分类号 A61B8/08 A61B8/0883 A61B8/463 A61B8/483 A61B8/523 G01S7/52074 G01S15/8993

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/DD09 4C601/DD11 4C601/DD15 4C601/EE05 4C601/EE11 4C601/JC27 4C601
/JC31 4C601/JC33 4C601/KK09 4C601/KK21 4C601/KK25 4C601/KK36 4C601/KK43 4C601/KK44 
4C601/KK45 4C601/LL38

代理人(译) 星 公弘

优先权 61/059648 2008-06-06 US
12/351638 2009-01-09 US

其他公开文献 JP2014039886A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：在3D超声成像中传输空间关系。 为了将体积渲染从一个视野移动到另一个视图，动画被移动（28）并显示旋转。
例如，用户决定检查一个诊断视图（24），但测试另一个诊断视图（30）。选择另一个诊断视图字段时，体积渲染图像似乎旋转。
从一个视野到另一个视野的旋转揭示了每个视野之间的空间关系。然后，用户可以检查所需视野中的静止体积渲染，同时识别与先
前检查的静止场的关系。 .The

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/7694330a-61ee-442b-8356-597450166d96
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041268974/publication/JP5963736B2?q=JP5963736B2



